
　

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で

あ
れ
ば
、「
食
品
の
安
全
」
に
対
す
る

心
配
の
種
は
尽
き
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

食
品
の
安
全
管
理
は
、
実
際
に
何

か
問
題
が
起
こ
っ
て
か
ら
対
応
す
る

の
で
は
手
遅
れ
で
、
未
然
の
対
策
が

と
て
も
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
科
学
的
な
根
拠
に
基

づ
い
て
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
ま

で
の
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
食
品
の

安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
皆
さ
ん

が
日
常
口
に
す
る
食
品
の
中
に
、
有

害
化
学
物
質
が
ど
れ
く
ら
い
入
っ
て

い
る
か
を
調
べ
、
必
要
が
あ
れ
ば
そ

れ
ら
を
低
減
す
る
た
め
の
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
日
本
型
食
生
活
の
大

切
さ
を
伝
え
た
り
、
農
林
漁
業
体
験

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
「
食

育
」
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

私たちから
の
お答え

ニッポンの“食料を産み出すチカラ”を正しくとらえ、
着実に対策を実行していきます！

Q & A

（妻）子どもたちには安全な食材を使った
　  ごはんを食べさせてあげたいわ。
（夫）どうしたら子どもたちの好き嫌いが
　  なくなるのかな？

生産から消費まで、
安全な食品づくりを徹底します。
また、食の大切さを子どもからお年寄り
まで幅広く伝える活動を推進します。

さまざまな施策を通して、消費者の皆さまへ安定的に食料をお届けし、
農林水産業や関連産業に従事する方たちには、より豊かで
やりがいのある仕事をしていただけるよう、全力でサポートしていきます。

輸出に関する問題解決や相談の窓口を設け、
海外におけるインフラ整備も含めた
輸出拡大の取り組みをサポートしていきます。

食
品
の
安
全
性
を
高
め
、

農
林
水
産
業
を
身
近
に
感
じ
る

環
境
づ
く
り

　

産
地
や
都
道
府
県
ご
と
で
は
な
く
、

農
林
水
産
省
が
旗
振
り
役
と
な
っ
て

〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞
の
輸
出
体
制

を
整
備
。
ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易
振

興
機
構
）
に
よ
る
輸
出
に
関
す
る
積

極
的
な
情
報
発
信
、
相
談
窓
口
機
能

の
強
化
、
国
際
的
な
規
格
へ
の
対
応

を
行
う
な
ど
、
輸
出
拡
大
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
の
食
品
を
海
外
に
広
く

展
開
す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
途
上

国
等
で
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

（
※
注
）の
構
築
を
推
進
。
例
え
ば
、
冷

凍
・
冷
蔵
食
品
等
の
輸
出
に
必
要
な

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
（
低
温
の
ま
ま

流
通
さ
せ
る
体
系
）
づ
く
り
を
進
め

る
な
ど
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
海
外
に
お
け
る
日
本
産

の
農
作
物
・
食
品
の
模
造
に
対
す
る

監
視
を
強
め
て
、
日
本
の
知
的
財
産

を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

輸
出
拡
大
の
取
り
組
み
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

サ
ポ
ー
ト

私た
ちがお答えします!

私たちから
の
お答え

子育て中の育田さんご夫妻Q

ウチの主力商品である冷凍食品は、流通コストも
かかるし、海外にどんなニーズがあるのか分からない…。

食品製造業を営む出野さんQ

私たちはこう答えます！！
皆さんの思いに

　

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
担

い
手
の
高
齢
化
と
労
働
力
不
足
。
私

た
ち
は
、
農
林
水
産
業
に
就
き
た
い

方
が
希
望
ど
お
り
に
働
け
る
よ
う
、

教
育
機
関
等
と
連
携
し
て
就
農
情
報

の
提
供
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
農
希
望
者
を
支
援
す
る
た

め
の
給
付
金
も
用
意
。
さ
ら
に
、
次

世
代
に
農
地
等
の
資
源
を
着
実
に
経

営
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
や
、
リ

ー
ス
方
式
に
よ
る
企
業
の
農
業
参
入

を
進
め
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
幅

広
い
年
齢
層
や
他
業
種
か
ら
の
人
材

活
用
を
進
め
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る

担
い
手
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
業
の
新
た
な
魅

力
を
つ
く
り
出
し
、
新
し
い
カ
タ
チ

の
仕
事
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

ま
す
。
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
呼
ば

れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
農
業
や
、
大
規
模
経

営
に
適
し
た
品
種
の
開
発
・
導
入
の

促
進
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
が
そ
の
一
例
で
す
。

就
農
支
援
の
強
化
と

農
林
水
産
業
の

新
た
な
魅
力
の
創
出

（若井さん）農林水産業に興味はあるけれど、何だか難しそう…。
（先崎さん）農業をやるなら最先端の技術を取り入れたいな。

就職活動中の若井さん、先崎さんQ

私たちから
の
お答え

就農しやすい環境づくりや
新しいカタチの農林水産業への支援を通じ、
農業をより魅力的に生まれ変わらせます。

※
注
：
農
林
水
産
物
の
生
産
か
ら
消
費
ま
で
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
、
食
を
基
軸
と
し
た
付
加
価
値

の
連
鎖
を
つ
く
る
こ
と
。

ニッポンの食を作る
新たな計画、ついに始動！
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ど
れ
も
大
事
な
策
な
の
で
す
！

ニ
ッ
ポ
ン
の
食
料
・
農
業
・
農
村
の

未
来
の
た
め
に
！

他にもこんなことが始まっています!！

農業と農村の所得を増やし、雇用を創出する
ためには、農産物の生産だけでなく、生産者
が自ら加工や販売にも乗り出すことで農産物
の付加価値を高める「６次産業化」の推進が
重要です。私たちは、必要な経営ノウハウや
事業資金を提供することにより、意欲ある農
業者の方々をサポートしていきます。

農山漁村には、豊かな自然と美しい風景があ
る一方、従事者の高齢化が深刻化しています。
農村の振興は、農林水産業の発展のために欠
かせません。私たちは、観光、教育、福祉な
ど多様な分野と連携しながら、都市と農村の
つながりを強化し、農林水産業への関心を高
めるための事業を推進していきます。

「和食」のユネスコ無形文化遺産登録や、
2020 年オリンピック・パラリンピックの東京
開催決定を受けて、注目度が高まっている日
本。これを機に日本食や日本の食文化の魅力
を世界に発信し、日本を訪れる外国人旅行者
等にも広く伝えて、国産農林水産物・食品の
消費拡大につなげていきます。

農林水産業の発展を考える上で、その担い手
の確保は大きな課題です。そのために、女性
がやりがいを感じ、女性ならではの知恵や感
性を生かして十分に能力を発揮できる環境を
つくることは、とても重要な意味を持ちます。
私たちは、女性の農業経営への参画をサポー
トしていきます。

６次産業化を支援

農村振興＆魅力のアピール

日本食・食文化の魅力を発信

女性が主役の農林水産業

※
注
１
：
農
業
者
が
作
成
し
た
「
農
業
経
営
改

善
計
画
」
を
市
町
村
が
認
定
す
る
制
度
。
交
付

金
、
融
資
が
受
け
ら
れ
る
。

※
注
２
：
新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
を
支
援
す

る
制
度
。「
就
農
計
画
」
が
市
町
村
に
認
定
さ

れ
る
と
、
給
付
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
。

※
注
３
：
集
落
単
位
で
農
業
生
産
に
取
り
組
む

営
農
の
形
態
。

　

農
地
の
有
効
活
用
に
向
け
た
施
策

の
一
つ
が
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と

呼
ば
れ
る
組
織
で
す
。
こ
の
組
織
が

地
域
内
に
分
散
し
た
農
地
を
借
り
受

け
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
担
い
手
に
貸

し
付
け
る
こ
と
で
、
大
規
模
な
農
業

経
営
が
実
現
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
ご
と
の
話
し
合

い
で
農
地
利
用
の
方
向
性
な
ど
を
決

め
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
あ
り

ま
す
。
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る

担
い
手
を
見
つ
け
出
し
、
地
域
農
業

を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

さ
ら
に
、
認
定
農
業
者
制
度
（
※
注

１
）、
認
定
新
規
就
農
者
制
度
（
※
注
２
）、

集
落
営
農
（
※
注
３
）
な
ど
、
意
欲
と

能
力
の
あ
る
担
い
手
に
対
す
る
重
点

的
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
集
積
・
集
約
化
し
て

有
効
活
用
す
る

小さな田んぼをたくさん借りているので管理が大変！
もっと効率的な農業経営ができないかな。

稲作農家の米田さんQ

私たちから
の
お答え

中山間地域での営農の継続に対する支援と、
集落機能の維持に向けた取り組みを進め活
力ある農山漁村をつくっていきます。

　

中
山
間
地
域
等
と
平
地
と
の
生
産

コ
ス
ト
の
差
を
交
付
金
で
補
う
ほ
か
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
農
地
、

農
業
用
水
、
農
道
等
の
資
源
の
保
全

活
動
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
化
等
に
伴
う
集
落
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
に
対
し
て
は
、

生
活
サ
ー
ビ
ス
等
の
機
能
を
基
幹
集

落
に
集
約
し
、
周
辺
地
域
と
の
間
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
整
備
な
ど

で
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
を
主
体
と
し

た
話
し
合
い
や
、
生
産
物
の
庭
先
集

荷
、
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
、
集
落

営
農
組
織
等
に
よ
る
広
域
的
な
取
り

組
み
を
推
し
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
農
山

漁
村
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

農
山
漁
村
が
持
つ
多
面
的
機
能
（
※
注
）

の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

農
地
等
の
維
持
と

住
み
や
す
い
環
境
を
実
現

傾斜地が多く、作業効率が悪いのが悩み。
高齢化で集落から人がいなくなり、将来が不安だな…。

中山間地域で農業を営む山川さんQ

　

値
段
が
高
く
な
っ
た
輸
入
の
と
う

も
ろ
こ
し
や
乾
草
か
ら
、
国
産
飼
料

に
切
り
替
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
牧
草
の
生
産
性
向
上
、

飼
料
用
米
の
生
産
・
利
用
拡
大
、
放

牧
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
高
品
質
で

低
コ
ス
ト
な
国
産
飼
料
で
牛
を
育
て

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
の
仕
事
は
、
搾
乳
や

給
餌
な
ど
、
一
年
中
朝
か
ら
晩
ま
で

の
重
い
労
働
負
担
に
よ
り
、
後
継
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
や
、
関

係
者
と
の
分
業
化
に
よ
り
、
労
働
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
、
個
々
の

農
家
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

酪
農
家
の
皆
さ
ん
と
地
域
の
関
係
者

が
協
力
し
合
っ
て
課
題
に
取
り
組
む

「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
」
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
飼
料
の
経
費
負
担
や
重
労

働
の
負
担
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
」
に
よ
る

収
益
性
の
向
上
で

酪
農
生
産
の
基
盤
を
強
化

輸入飼料が高くてやりくりにひと苦労…。
朝から晩までの仕事もつらく、今後が心配です。

酪農家の牛山さんQ

私たちから
の
お答え

各都道府県の農地中間管理機構が
農地を借り受け、まとめて担い手に貸し付ける
取り組みが始まっています。

私たちから
の
お答え

地域全体で協力し合って、飼料の経費負担や
重労働の負担の軽減等を目指す取り組みを
応援します。

※
注
：
国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
、
食
料

供
給
以
外
の
機
能
。
都
市
住
民
を
含
め
た
国
民

全
体
に
多
様
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
。

ニッポンの食を作る
新たな計画、ついに始動！
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